
いちごドリルプリント

鎌倉時代プリント 名前

問1 鎌倉時代から室町時代にかけての日本の農業について述べた文として、当時の技術や社会背景をふまえて最も適切なものはどれですか。14世紀
末の農業の様子を描いた絵巻物の記録などに基づき、正しい内容を選びなさい。 （2017年 鳥取県公立入試 類似）

1. 西日本を中心に、同じ耕地で夏に
米、冬に麦を栽培する二毛作が広ま
り、牛馬による耕作も行われるよう
になった。

2. 海外輸出を目的とした製糸業が農
村の副業として定着し、全国の耕地
で桑の栽培が米より優先された。

3. 備中鍬と呼ばれる深く耕すための
農具が発明されたことで、大規模な
新田開発が幕府主導で進められた。

4. 石包丁を用いて稲の穂の部分だけ
を摘み取る収穫方法が全国に広まり
、食料生産が安定した。

問2 1221年に後鳥羽上皇が鎌倉幕府を倒そうとして兵を挙げ、幕府軍に敗れた出来事について、この乱のあとに幕府が朝廷を監視し京都の警備を行
うために設置した役職と、乱の名称の組み合わせとして正しいものを選びなさい。 （2025年 愛媛県公立入試 類似）

1. 承久の乱 ― 問注所 2. 平治の乱 ― 評定衆 3. 平治の乱 ― 六波羅探題 4. 承久の乱 ― 六波羅探題

問3 承久の乱の戦後処理において、鎌倉幕府が西日本への統制を強めるために、没収した土地へ派遣した「東日本の武士」に与えられた役職として
正しいものはどれですか。 （2018年 岡山県公立入試 類似）

1. 地頭 2. 評定衆 3. 守護 4. 六波羅探題

問4 馬を用いた運送業者である馬借が活動するなど、中世の経済が変化していく中で出された「永仁の徳政令」の内容について述べた文として、正
しいものはどれですか。 （2020年 京都府公立入試 類似）

1. 戦争のために必要な物資や労働力
を、政府が強制的に動員できるよう
にした

2. 全ての国民に対して、幕府が所有
する土地を一律に分配し直した

3. 外国船の来航を禁止し、国内の運
送業者による独占的な貿易を認めた

4. 御家人が借金の担保として手放し
た領地を、無償で取り戻せるように
した

問5 鎌倉幕府における「御恩と奉公」の制度について、武士が日常的に武芸の訓練に励んでいた背景を踏まえ、その具体的な義務の内容として正し
いものを次の中から選びなさい。 （2021年 熊本県公立入試 類似）

1. 戦時に軍勢として駆けつけるほか
、交代で京都や鎌倉の警備にあたっ
た

2. 将軍から給与としてコメを受け取
る代わりに、領地の管理のみを行っ
た

3. 幕府の許可を得て、外国との貿易
による利益を将軍に献上した

4. 朝廷から直接任命を受け、地方の
警察権や裁判権を独占した

問6 鎌倉幕府が発令した「永仁の徳政令」が、その後の社会に与えた影響について述べたものとして正しいものはどれですか。 （2025年 茨城県公立入試

類似）

1. 全国の港で貿易が活発になり、宋
銭に代わって幕府が新しく発行した
独自の貨幣が広く流通するようにな
った。

2. 御家人の地位が飛躍的に向上し、
北条氏による執権政治が終わりを迎
え、将軍が直接政治を行う体制が復
活した。

3. 貸し借りの契約が無効になると恐
れた金貸したちが、武士への融資を
拒むようになり、かえって武士の生
活が混乱した。

4. 農民の不満が解消されて大規模な
一揆が収まり、幕府による地方支配
がこれまで以上に安定した。

問7 鎌倉幕府が置かれ、日蓮宗などの布教活動も盛んに行われた都市である鎌倉の地形や構造について説明した文として、最も適切なものはどれで
すか。 （2023年 愛知県公立入試 類似）

1. 大陸の都市計画を参考に、中央に
天皇の住まいを置き、碁盤の目状に
道路が整備された平城京のような構
造である。

2. 三方を山に囲まれ一方が海に面し
た要害の地であり、中心部には鶴岡
八幡宮から延びる若宮大路が配置さ
れている。

3. 広大な平地に位置し、堀や石垣で
囲まれた武家屋敷と町人地が明確に
区別された城下町の構造を持ってい
る。

4. 明との貿易などで栄えた港町であ
り、会合衆と呼ばれる有力な商人た
ちによって自治が行われていた。

問8 13世紀後半、モンゴル帝国（元）が二度にわたって日本へ侵攻してきた「元寇」の際、鎌倉幕府の最高責任者として、九州の御家人らへ軍役の
指示を出し、京都や鎌倉の警備を指揮した人物は誰ですか。 （2021年 福島県公立入試 類似）

1. 北条時宗 2. 北条泰時 3. フビライ・ハン 4. 源頼朝

問9 鎌倉時代、元寇（蒙古襲来）に際して御家人に防御を命じるなど、国防に当たった執権の北条時宗は、禅宗を深く信仰していたことで知られて
います。この時代に成立した禅宗の背景や特徴について述べた文として、最も適切なものはどれですか。 （2024年 岩手県公立入試 類似）

1. 朝鮮半島の百済から仏教が伝来し
た直後の時期であり、主に渡来人の
一族によって信仰された。

2. 奈良の東大寺に大仏を造営し、全
国に国分寺を置くことで、国家の力
で災いを取り除こうとした。

3. 念仏を唱えれば誰もが極楽浄土へ
行けると説く浄土信仰が、平安時代
の貴族の間に広まったものである。

4. 宋に渡った栄西や道元によって伝
えられ、厳しい修行や座禅を重視す
る教えが武士の気風に受け入れられ
た。

問10 13世紀後半にモンゴル帝国（元）が二度にわたって日本に侵攻してきた「元寇」において、当時の日本の武士を驚かせた元軍の戦い方の特徴と
して正しいものはどれですか。 （2026年 新潟県公立入試 類似）

1. 一対一での名乗り合いを重視した
戦法と、槍による接近戦

2. 大型の帆船から大砲を打ち込む遠
距離戦と、上陸後の伏兵戦

3. 組織的な集団戦法と、火薬を用い
た「てつはう」による攻撃

4. 鉄砲を組織的に用いた一斉射撃と
、騎馬隊による突撃

問11 1232年、鎌倉幕府の3代執権である北条泰時が、武士社会の慣習をもとにして定めた、武士のための最初の体系的な法典を何といいますか。
（2023年 山梨県公立入試 類似）

1. 武家諸法度 2. 公事方御定書 3. 建武式目 4. 御成敗式目（貞永式目）

問12 13世紀に世界各地に大きな影響を与えたモンゴル帝国の支配領域に関する記述として、最も適切なものはどれか。 （2019年 新潟県公立入試 類似）

1. アメリカ大陸から大西洋を越え、
西ヨーロッパの沿岸部までを勢力圏
とした。

2. 東アジアから中央アジアを経て、
ヨーロッパ東部に至るまでを支配下
に置いた。

3. 地中海を囲む全域を支配し、ヨー
ロッパから西アジア、北アフリカま
でを領土とした。

4. インドから東南アジアの諸島部に
かけて、海上交易路を独占する海洋
帝国を築いた。

問13 鎌倉時代において、将軍が御家人の先祖伝来の所領を保証したり、戦功に応じて新たな土地を与えたりする一方で、御家人が将軍のために軍役
や番役を果たすことで成立していた主従関係を何といいますか。 （2016年 秋田県公立入試 類似）

1. 封建制度 2. 御恩と奉公 3. 知行 4. 寄進
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答え合わせ・解説
問1 答え 1

西日本を中心に、同じ耕地で夏に米、冬に麦
を栽培する二毛作が広まり、牛馬による耕作
も行われるようになった。

鎌倉時代、西日本から始まった二毛作は、農業生産力を飛躍的に高めました。これは夏に主食
となる米を、冬には裏作として麦を育てる仕組みです。また、この時期には牛や馬に農具を引
かせて田畑を深く耕す「牛馬耕」や、草木を焼いた灰を肥料にする「草木灰」の利用、灌漑用
の水車の普及など、技術的な進歩が重なったことで中世の農業は大きく発展しました。選択肢
にある石包丁は弥生時代、備中鍬は江戸時代、製糸業の近代化は明治時代以降の特徴であるた
め、時代背景が異なります。

問2 答え 4
承久の乱 ― 六波羅探題

源実朝の暗殺により源氏の将軍が途絶えた好機を狙い、後鳥羽上皇が倒幕の兵を挙げたのが承
久の乱です。勝利した幕府は、二度と朝廷が反乱を起こさないよう監視を強化するため、京都
に六波羅探題を設置しました。平治の乱は平安時代末期の出来事であり、問注所は訴訟を扱う
機関です。

問3 答え 1
地頭

鎌倉幕府は承久の乱の後、没収した広大な土地の管理や年貢の徴収を行うため、多くの東日本
の武士を「地頭」として西日本へ送り込みました。これにより、西日本の地域社会に幕府の勢
力が深く入り込むことになりました。なお、京都の監視や朝廷との調整を担うために設置され
たのは六波羅探題であり、土地に直接配置された役職とは区別が必要です。

問4 答え 4
御家人が借金の担保として手放した領地を、
無償で取り戻せるようにした

1297年に出された永仁の徳政令では、御家人が借金の形として質に入れたり売却したりした
領地について、一定の条件のもとで無償で元の持ち主に返すよう命じました。これにより、御
家人の経済的基盤である土地を守ろうとしましたが、かえって金融業者が武士への貸し付けを
拒むようになり、経済を混乱させる結果にもなりました。

問5 答え 1
戦時に軍勢として駆けつけるほか、交代で京
都や鎌倉の警備にあたった

御家人は将軍から土地の支配を保証される（本領安堵）などの御恩に対し、命がけで戦う「い
ざ鎌倉」の精神による軍役や、京都の皇居の守護にあたる「京都大番役」といった警備の義務
を果たしました。こうした背景から、武士は常に実戦を想定した武芸の訓練を欠かしませんで
した。

問6 答え 3
貸し借りの契約が無効になると恐れた金貸し
たちが、武士への融資を拒むようになり、か
えって武士の生活が混乱した。

徳政令によって借金が帳消しにされたことは、金を貸していた「借上（かしあげ）」などの業
者にとっては大きな損失となりました。その結果、業者は再び徳政令が出されることを警戒し
て御家人への融資を拒むようになり、現金が必要な御家人は資金を借りられなくなってさらに
窮乏しました。このように、法令は一時的な救済にはなりましたが、経済の仕組みを混乱させ
、幕府に対する武士たちの信頼を失わせる原因の一つとなりました。

問7 答え 2
三方を山に囲まれ一方が海に面した要害の地
であり、中心部には鶴岡八幡宮から延びる若
宮大路が配置されている。

鎌倉は、北・東・西の三方を山に、南を相模湾に囲まれた「天然の要塞」とも呼べる地形をし
ており、防御に適していたため幕府の拠点に選ばれました。都市の中心には、源頼朝が整備し
たとされる鶴岡八幡宮と、そこから海に向かって直線的に延びるメインストリートの若宮大路
が配置されています。

問8 答え 1
北条時宗

鎌倉幕府の第8代執権であった北条時宗は、元の皇帝であるフビライ・ハンの服従要求を拒否
し、文永の役・弘安の役の二度にわたる襲来に対して防衛体制を整えました。この際、幕府の
権限を強め、九州に所領を持つ御家人たちに石築地（元寇防塁）の築設や警備を命じるなど、
強力なリーダーシップを発揮しました。

問9 答え 4
宋に渡った栄西や道元によって伝えられ、厳
しい修行や座禅を重視する教えが武士の気風
に受け入れられた。

禅宗は、自分の力で悟りを開こうとする自力本願の性格が強く、座禅によって精神を鍛えると
いう教えが、命がけで戦う鎌倉武士の精神的支柱となりました。北条時宗も、中国から高僧を
招くなどして禅を学び、国難である元寇に立ち向かう心の糧としました。他の選択肢は、仏教
伝来の初期や、平安・奈良時代の仏教に関する記述です。

問1
0

答え 3
組織的な集団戦法と、火薬を用いた「てつは
う」による攻撃

当時の日本の武士は、戦いの前に自分の名を名乗り、一対一で戦う「一騎打ち」が主流でした
が、元軍はドラの合図で組織的に動く集団戦法をとっていました。また、日本側がまだ知らな
かった火薬を使用した兵器である「てつはう」を使い、その爆発音や熱で武士や馬を混乱させ
ました。

問1
1

答え 4
御成敗式目（貞永式目）

鎌倉時代、承久の乱の後に武士同士の領地争いが増加したことを受け、裁判を公平に行うため
の基準が必要となりました。北条泰時は、それまでの貴族の法律（律令）ではなく、武家社会
で培われてきた慣習を整理してこの法を制定しました。

問1
2

答え 2
東アジアから中央アジアを経て、ヨーロッパ
東部に至るまでを支配下に置いた。

モンゴル帝国は強力な騎馬軍団を背景に、チンギス・ハンからその子孫にかけて急激に領土を
広げました。その版図は中国を含む東アジアから、シルクロードが通る中央アジアを越え、現
在のロシアやウクライナ、ポーランドを含むヨーロッパ東部まで到達しました。この広大な領
土によって東西の交通が保障され、ヒト・モノ・情報の活発な往来が可能となりました。

問1
3

答え 2
御恩と奉公

鎌倉幕府の基盤となったこの仕組みは、土地を媒介とした双方向の契約関係です。将軍が与え
る恩恵を「御恩」、御家人が果たす義務を「奉公」と呼び、この強い結びつきが武士社会の秩
序を支えました。


